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線形的でない加齢


 年齢は量的変数であるが、その社会経
済的意味は線形的な変化として十分とら
えられない。


　[カテゴリカルな変化] 
　　　断続的な変化を伴うのが加齢


　　　個人によって異なる加齢の中身


社会学的分析の必要性
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高齢化の中身


 全体人口に占める65歳以上人口割合の
上昇（マクロな高齢化指標）


 長寿化（ミクロな高齢化指標）


世代間のアンバランス


介護保険成立の背景
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65歳以上人口割合の国際比較： 
　　　人口構造の急速な変容
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老年層の相対的拡大
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平均余命と健康余命の格差が2000年
以降拡大傾向にある。


‡
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日常生活への影響がある者は、前期高齢層
から後期高齢層にかけて急速に高まる。


‡
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健康状態がよいと答えた割合は、近年、高齢
女性の間で差が大きい。


‡
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高齢化はジェンダー差を伴って進行


‡
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高齢者たちはどこにいるのか？


‡
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高齢者のいる世帯構造の変容


一人暮らし世帯・夫婦のみ世帯の増加


三世代世帯の減少


家族機能に依拠した生活保障システムの
ゆらぎ


（日本型福祉社会の崩壊）
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高齢者世帯の比較的高い経済格差


‡
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経済格差拡大論の是非


 橘木論（『日本の経済格差』（1998年、岩波新書）


　「日本の経済格差はアメリカ並み」


　「格差というよりも貧困国となった日本」


 大竹論（『日本の不平等』（2005年、日本経済新聞社）


　「経済格差拡大の要因は人口高齢化にある」


　「格差拡大は見せかけにすぎない」
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高齢世帯の所得分布は低所得層に偏る。


‡
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高齢世帯の経済格差は改善傾向にある
が、全体に比べて大きい。


‡



16 

貯蓄を保有するものに着目すると、65歳以上世
帯主の中で貯蓄高の分散化が進行。


‡
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公的年金・恩給を受給している高齢者世帯における公
的年金・恩給の総所得に占める割合別世帯数の構成
割合　（出所：「平成17年　国民生活基礎調査　概要」（厚生労働省））‡ 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世帯主年齢の上昇に従って、年金収入
割合は上昇


‡
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高齢者の就業状況 

 　


                                                                                            

出所:「平成１６年高年齢者就業実態調査結果の概況 」‡



 　　　（厚生労働省　2005年, http://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/
roudou/koyou/keitai/04/kekka-k1.html）
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前期高齢層内での階層化


働くもの・働かないもの


・収入構造の違い

・健康状態の違い
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高齢層の衰えない消費意欲 
出所：「平成18年　国民生活白書　（第３-１-１２図 」（内閣府　2006年）‡ 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これまでとは違った高齢者： 
　　　　　　　アクティブ・エイジング 
　　　　　　　生涯現役人生


・　世帯主年齢60代後半で7割、70歳以上でも半数近くが携帯電話を所有

・　パソコン所有率は60代後半で過半数、70歳を過ぎても4割近く

・　携帯保有率は1999年からの5年間で倍近く、パソコンについては倍以上の増
加


　　　　　　　　　　　　　　　　（ 「平成16年全国消費実態調査」（総務省　2005））


・　インターネット利用者は60代後半で4人に1人おり、その割合は2001年から
2006年の5年間に倍近く上昇


・　60代後半から70代前半高齢者の半数は国内旅行を楽しんでいる。

・　2006年時点で60代後半の1割程度が海外旅行をしたと答えている

・　「ボランティア活動」に参加したとするものは、60代後半から70代前半で3割程
度。60代後半の3割程度が「学習・研究」を過去1年間に行った。


　　　　　　　　　　　　　　　（「平成18年社会生活基本調査」総務省　2007）
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前期高齢期の特徴


年齢層内の高い異質性

　労働市場と関連した収入構造

　異なる健康状態


現役からの移行期
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前期高齢期の課題：高い異質性への対応


 現役世代からの移行に伴うばらつき


　　　（ライフステージの問題）


 働くものと働かないものの混在


　　　（労働市場との多様な関係）


 現役世代と引退世代のアンバランス


　　　（世代間関係）


 高齢期の階層化（世代内関係）


 世帯構造の変化（世帯サイズの縮小）



